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〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2018-7211-005 富田川博士になろう 島根県安来市立広瀬小学校 
校長名 千 原 由 巳 担当教諭名 戸屋誠司、加藤恵子 

過去の助成実績  なし  あり〔助成番号：2017-7211-014助成事業名：富田川博士になろう〕 
キーワード 水質、生き物、岩、砂、外部講師、文献調査、インタビュー 

対象児童生徒 高校生（ 年   名） 中学生（ 年  名） 小学生（４年３６名） 
                        

対象河川名 飯梨川(富田川) 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 
年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ： 「富田川博士になろう」 
ねらい  ：富田川に関心をもち、自己の課題を設定して調べることで、地域の良さに気づき愛着をもつ。 
評価の観点：課題を設定する力、情報を収集し活用する力、自分自身を見つめる力、他者や社会とかかわる力 
活動時期 ： ５月～２月 

 

活動形態 総合的な 
学習の時間 

各教科学習 
（   ） 

各教科学習 
（   ） 学校行事 その他 

（    ） 合計 

上記の 
活動時間数 ６０時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 
・調査方法や生き物、石などについての助言、指導 

・インタビューへの協力  ・森についての講義 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 新聞「各児童が設定したテーマ」 

対外発表（             ） 

安全対策に関する課題 

●ライフジャケットの着用 

 ※今年度、児童の半数分のライフジャケットを購入。来年度、残り半数分の購入で完了予定。 

活動の成果と今後の課題・展開 

● 課題 

  今回の学習は、昨年度の反省を生かして、児童自身の興味関心を大切にして学習課題を設定しようとした。しか

し、学習課題を見つけられず結局与えてしまったところもあるし、適切な学習課題を見つけることが難しいところ

もあった。専門家の指導、助言が必要な学習であり、児童の興味関心と学習課題をどのように結びつけていくかが

課題として残った。 

● 展開 

本校では、毎年４年生が川の学習に取り組んでいる。データーベース化して、経年比較をしやすくすることで、学

習が引き継ぎやすくなるものと考えている。 

 

 

 

 

 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

       水質調査系                                パックテスト       ６月 

       水質調査系                                  生物指標       ６月 

※データベースに登録する活動分野は、助成事業実施の手引きP.47の一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。 
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スタートアップ活動報告書 
1.助成事業 「富田川博士になろう」 
学校名 安来市立広瀬小学校 助成番号 2018-7211-005 

2.実施した教科・領域 総合的な学習の時間 
3.実施日時 ５月～２月 
4.単元目標 富田川に関心をもち、自己の課題を設定して調べることで地域の良さに気づき、愛

着をもつ。 
5.学年 人数 第４学年 ３６名 
6.実施場所 飯梨川（富田川） 

活動指導報告実施内容  第４学年総合的な学習「富田川博士になろう」  全６０時 

第
１
次 

学習活動                    ２０時間「川の活動」 
○ 富田川のことで知っていることを発表しよう。 
○ 富田川に行ってスケッチをしよう。 
○ スケッチをして、気づいたことを発表しよう。 
○ 富田川について、学習課題を見つけよう。 
○ 水質調査、指標生物採取をやってみよう。 

第
２
次 

学習活動                    ３０時間「川の活動」 
○ 水質調査、指標生物採取を、上流、下流でもやってみよう。 
○ 課題ごとのグループで、調査活動をしよう。 
○ グループごとに調べたことをまとめよう。 

第
３
次 

学習活動                    １０時間 
○ 調べたことを発表する計画を立てよう。 
○ 相手に何を伝えるのかを考え、発表の練習をしよう。 
○ 発表会をしよう。 

注）川で学習を行う場合は、時数の横に「川の活動」と記述する。 
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〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2018-7211-005 「富田川博士になろう」 安来市立広瀬小学校 
校長 千原由巳 

 
フィールド：安来市広瀬町 
      富田川河川敷 
日 付 ：平成３０年５月１５日（火） 
コメント：学習対象となる富田川をスケッチ。 
 
 
 
 
 
 
 
    

フィールド：安来市広瀬町 
      富田川河川敷 
日 付 ：平成３０年６月４日（月） 
コメント：講師の桑原弘道先生から、話を聞き、以下の調

査を行う。 
・ パックテスト 
・ 指標生物採集とその分類 
・ 透視度調査 

 
 
 
 

 

フィールド：同上 
日 付 ：同上 
コメント：講師の桑原弘道先生から透視度調査の説明を聞

く。 
 
 
 
 
 
 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2018-7211-005 「富田川博士になろう」 安来市立広瀬小学校 
校長 千原由巳 

 
フィールド：安来市広瀬町 
      富田川河川敷 
日 付 ：平成３０年６月４日（月） 
コメント：指標生物の分類 
 
 
 
 
 
 
 
    

フィールド：安来市広瀬町 
      富田川河川敷 
日 付 ：平成３０年７月２日（月） 
コメント：講師の桑原弘道先生から、話を聞き、以下の調査

を行う。調査は2回目となり、前回より指標生物

の分類を詳細に行う。 
・ パックテスト 
・ 指標生物採集とその分類 
・ 透視度調査 

 
 
 
 

 

フィールド：安来市広瀬町 校内 
日 付 ：平成３０年９月２６日（水） 
コメント：講師の野田真幹先生から、森と川の話を聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2018-7211-005 「富田川博士になろう」 安来市立広瀬小学校 
校長 千原由巳 

 
フィールド：安来市 
      飯梨川上流～中流～下流～河口 
日 付 ：平成３０年１０月２日（火） 
コメント：講師の桑原弘道先生、長 和博先生に同伴してい

ただき、川の見方、石についての話を聞く。黒い石が上流

にあり、それが中流、下流にもあるのかと問いかけられる。

それぞれ現場で確かめていくと、大きさが変わりながらも

黒い石があることに児童は感動していた。その黒い石は、

たたら製鉄の時にでてきた人工の石であることを知り、児

童はさらに感心していた。 
 
 
 
    

フィールド：安来市 
      飯梨川中流域 
日 付 ：平成３０年１０月２日（火） 
コメント： 台風の影響により、多くの砂鉄が流れているこ

とを長先生から説明をうける児童。 
 
 
 
 
 
 

 

フィールド：安来市広瀬町 校内 
日 付 ：平成３１年１月１６日（水） 
コメント：参観日に、川で学んだことの成果報告。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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〔学校部門〕                                                                    ［実施箇所位置図］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2018-7211-005 「富田川博士になろう」 安来市立広瀬小学校 
校長 千原由巳 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  

箇  

所 

主な実施箇所    
※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
定点観測地点 ①安来市広瀬町 道の駅「広瀬・富田城」 飯梨川河川敷 

 
 
 
スペシャル川探検 ②安来市広瀬町奥田原 ③安来市赤江町 ④安来市下坂田町 ⑤安来市安来町 

   
 
 

①

 

  

  

  

  

② 

④ 

⑤ 

①  

③ 
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